
ty
ぷ.375

ぽ賜

言脛 iH･ぷ 2゛ﾌﾟ。

みんなで楽しく

　ゲートボール

　ゲートボールは、多人数でゲームを楽しむことが

でき、しかも、ゲームをすることにより適度な運動

につながるというお年寄りにとって、まさにー石二

鳥のすばらしいゲームではないでしようか。

　町内では約10年前から普及し始め、今では各自治

会のあちこちに練習揚があり、春夏秋冬、ゲートポ

ールをしている姿を見かけるようになってきました。

　しかし、各種大会が数多く行われるにつれ、とも

すると、試合の勝ち負けを優先しがちですが、みん

なで仲良く楽しいゲームをするという原点に返って

さらに発展させて行こうではありませんか。
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第
八
回
壬
生
町
青
少
年
健
全
育
成

　
　
　
　
町
民
総
決
起
大
会
を
開
催

大
会
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
清
水
町
長

　
　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
及

び
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
強
調

月
間
」
の
趣
旨
に
添
っ
た
活
動
と
し

て
、
第
八
回
壬
生
町
青
少
年
健
全
青

成
総
決
起
犬
会
が
六
月
三
十
日
、
壬

生
中
央
公
民
館
で
約
ト
〕
○
○
名
の
人

達
が
参
加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
近
年
の
社
会
情
勢
の
複
雑
化
・
多

様
化
に
伴
い
、
地
域
の
連
帯
感
な
ど

の
薄
れ
か
ら
犯
罪
は
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

主
張
発
表
を
し
た
壬
生
中
の

内
堀
君
（
右
）
と
戸
田
さ
ん
。

　
　
　
　
　
　
）

　
栃
木
県
の
に
目
少
年
犯
罪
の
特
徴
と

し
て
、
総
検
挙
犯
に
占
め
る
青
少
年

の
割
合
が
、
全
国
で
は
滅
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
県
で
は
年
々

増
え
て
い
ま
す
。
一
昨
年
は
５
０
％
を

超
え
、
昨
年
は
６
０
％
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
９
０
％
近
く
は
万
引
や
自
転
車
、

バ
イ
ク
な
ど
の
窃
盗
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
そ
の
中
心
が
１
５
歳
前
後
の

少
年
で
、
ま
す
ま
す
低
年
齢
化
し
て

い
る
現
状
で
す
。
学
年
別
で
は
、
高
校

同
じ
く
南
犬
飼
中
の

雲
路
君
（
右
）
と
鈴
木
さ
ん
。

生
か
ら
中
学
生
が
主
流
に
な
っ
て
き

て
お
り
、
反
ｆ
は
全
体
の
２
３
％
で
そ

の
大
胆
は
高
校
生
が
占
め
て
い
ま
す
。

　
当
町
で
は
、
昨
年
の
件
数
は
一
昨

年
に
比
べ
２
０
人
増
の
３
９
人
と
な
り
、

殼
近
の
1
‐
1
‐
目
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
が

年
々
悪
化
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

国
、
県
及
び
町
と
関
係
機
関
団
体
が

槙
極
的
に
力
を
合
せ
て
、
家
庭
・
学

校
・
職
場
・
地
域
で
す
べ
て
の
町
民

が
手
を
た
ず
さ
え
て
、
青
少
年
の
健

全
育
成
を
図
る
地
域
環
境
の
浄
化
と

連
帯
感
に
満
ち
た
地
域
活
動
の
展
開

が
、
今
こ
そ
強
く
要
望
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
大
会
で
は
、
中
学
生
四
人
に
よ
る

｀W

半
張
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
じ
生
中
三
年
　
　
　
内
堀
　
　
大

　
　
　
「
ぼ
く
に
と
っ
て
の
部
活
動
」

○
千
生
中
三
年
　
　
　
戸
田
　
恵
子

　
　
　
「
命
の
尊
さ
」

ｏ
雨
犬
飼
中
三
年
　
　
宮
路
　
淳
率

　
　
　
「
自
然
の
大
切
さ
」

○
南
犬
飼
中
三
年
　
　
鈴
木
　
洋
斤

　
　
　
「
何
を
し
て
い
た
私
」

　
ま
た
、
特
別
講
演
と
し
て
「
折
鶴
」

な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
の
歌
手
と
し
て
、

ま
た
、
司
会
者
、
著
述
家
と
し
て
も

著
名
な
千
葉
紘
子
さ
ん
が
「
子
供
た

ち
の
サ
イ
ン
を
見
逃
が
さ
な
い
で
」

と
題
し
、
女
子
少
年
院
三
施
設
の
篤

志
面
接
委
員
の
経
験
に
基
づ
い
た
熱

弁
に
、
参
加
者
だ
ら
け
深
い
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
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